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グルコースレセプターの開発と
そのオプティカルセンサーへの応用
研究分野

研究内容

研究のポイント

研究のキーワード

分析化学
化学センサー

　我々は、糖尿病患者の血糖値を連続的にモニターできる光学
的センサーの開発を目的とし、グルコースに対して高い認識能
を有する新規ビスベンゾボロキソール型レセプターを合成した。
　更に、このレセプターとレセプター感受性色素が架橋点とな
るセンシングフィルムを構築し、生理的グルコース濃度範囲で
可逆的な吸光度応答をすることを示した。
　このグルコースセンシングフィルムは、架橋点レセプターと
色素 /グルコース間の競争的作形成反応により、グルコース濃
度に応じて架橋点色素が解離し色変化するが、この架橋点解離
によるフィルムの膨潤によってセンサー応答を増幅する機序
を組み込んでいる。
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　我々はビスベンゾボロキソール型グルコース
レセプターの合成法を確立しており、1g程度
の供給可。
　レセプターは臨床分析分野だけではなく、分
離分析法としてのアフィニティーカラムやグル
コースとの結合による表面濡れ性の改善等の応
用分野にも利用できる。

• 開発したビスベンゾボロキソール型レセプターのグルコース
に対する結合定数はフェニルボロン酸の結合定数より800倍
以上大きく、これまで報告されている最良のレセプターのグ
ルコース認識能に匹敵する。
• 高分子架橋点の解離を、光学的センサー応答の増幅機序に用
いた例は、本研究が初めてである。
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産学連携への取組、期待
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